
℃
鳶

06）盈お∬夢3（第3種郵便物認可）昭和49年8月10日

妻辮

勲

㎜
電
柱
か
ら
二
十
万
円

　
　
市
内
の
電
柱
は
7
3
5
4
本

　
う
ち
、
市
道
な
ど
市
有
地
に
　
…

㎜
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
7
8
4
…

…
本
。

　
　
ま
た
針
金
や
柱
で
支
え
ら
れ
　
…

…
て
い
る
も
の
が
、
1
5
0
本
あ
…

…
り
、
年
間
二
十
万
百
六
十
円
の
…

㎜
使
用
料
が
東
北
電
力
か
ら
市
に
…

一
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
電
柱
一
本
の
使
用
料
は
年
二
　
…

…
百
四
十
円
で
す
。

濾
q
塗

　
八
月
は
市
・
県
民
税
と
国
民

　
健
康
保
険
料
の
納
期
で
す
。

説舗

婁

靹
擁
膿

ら
雛
　
野

黛
禦
簸
嚇

診
議
潔
磁
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
『
、

　
　
　
　
　
」
　
　
で

　
擁
薄

清
譲
会
鰐
甑
敷

　
鋪
藝
豚
旨
．
肇
　
．
赫
註

　
川
を
大
切
に

　
河
川
は
国
土
保
全
や
水
資
源
と
し

て
も
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
．

　点約奉仕グルーブ明窓会」

は、48年8月誕生。
　会員どうしの熱心な学習で

市報とおかま

購優
　これからも
点約奉仕の輪をどんどん広げ

ていけたら、すばらしいと思
つています。

　みなさん、学習会にご参知

くださいQ
　●第1日瑚望日　　午肖f∫9日寺・3（））ノ・

　●第3火曜日　午後7時
いずれも、市公民館本館です、

　
河
川
を
い
つ
も
き
れ
い
に
花
し
く

利
用
す
る
た
め
に
河
川
法
が
あ
り
ま

す
が
、
建
設
省
十
日
町
出
張
所
で

は
、
こ
の
法
律
に
も
と
づ
く
禁
止
・

制
限
・
許
可
等
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
　
謹
河
川
に
ご
み
、
土
石
、
ふ
ん

　
尿
等
を
す
て
な
い
。

　
　
■
汚
水
を
河
川
に
排
出
し
よ
う

　
と
す
る
場
合
（
日
あ
た
り
五
十
立

　
方
騎
以
上
）
、
河
川
管
理
者
に
届

　
け
出
る
。

　
　
鰹
河
川
保
全
区
域
内
の
堀
さ
く

　　ずつて　しもよづ　ロつ

　　みなさん、学習会にご参知
　　くださいQ
　　●第1日瑚望日　　年一肖f∫9日寺・3（））ノ・

　　●第3火曜日　午後7時
　　いずれも、市公民館』本館ですQ

　　　　　　　　　ひ勘

　　　　　　　　　蟹

　　　緑黄色野菜
　　　　　　を十分に

　　中魚沼農業改良普及所では
ii緑黄色野菜の摂取量につ蛋

1調錨糾粂地区の6，・

1調査時期○’910月と2賂10日
ま

12004　入／

i　5。　，峰

殉　一爾「一 葦 一－更 『

　　黄　　色菓　色榮　　額　　物

　緑黄色野菜は必要量の76％
（秋季）47％（冬季）と少ない結

果になりました。

　貧血を防ぐ…
　　　　　　　貧血の防止
　　　　　　策は、食生括
　　　　　　の工夫といわ
　　　　　　れています、、

　　　　　　　淡色野菜（白

　　　　　　菜、大季艮、づ

　　　　　　ス等）に（ら
薦養瓢…繍酬

　
等
は
、
あ
ら
か
じ
め
河
川
管
理
者

　
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
同
出

張
所
［
奮
二
ー
一
二
八
O
番
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
後
藤
さ
ん
ら
が
入
選

　
住
み
郷
十
日
町
分
会
は
、
川
や
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
の
標
語
を

募
集
し
ま
し
た
が
．
審
査
の
結
果
っ

ぎ
の
方
々
が
入
選
を
き
ま
り
ま
し
た

　
一
般
の
部

　
最
優
秀
　
後
藤
年
春
（
旭
町
）

　
「
住
む
人
の
心
が
映
る
街
や
川
」

　
入
選
　
金
沢
久
江
（
新
宮
）
根
津

　
甲
作
（
稲
荷
町
二
）
阿
部
徳
次
郎

　
（
本
町
六
の
二
）
金
沢
け
い
（
太

　
田
島
三
）

　
小
蝉
六
年
の
部

　
最
優
秀
　
田
中
良
子
（
十
u
町
小
）

　
「
よ
ご
さ
な
い
、
み
ん
な
の
ま
ち

　
ゃ
川
だ
か
ら
」

　
水
難
事
故
に
ご
注
意

　
水
泳
や
魚
つ
り
等
水
に
接
す
る
機

会
の
多
い
季
節
で
す
．
こ
ど
も
た
ち

の
水
難
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
0
川
遊
び
や
つ
つ
み
等
に
い
か
せ

　
な
い
。
家
の
ま
わ
り
の
池
や
風
呂

　
場
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
信
濃
川
で
は
、
警
報
用
サ
イ
レ

　
ン
を
鳴
ら
し
、
ダ
ム
の
水
を
放
流

　
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
特

　
に
危
険
で
す
。

器二謙

の
鯵
や㊥

　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
　
　
　
　
　
　
エ

　
　
巨
9

　
　
　
　
　
　
0
0

軌
職碑

慧
，
■
シ魑

柳

吟
飯
ど

　
　
～
期
気
・

F
っ
？
ん
始
ζ
％

瀞灘

　
下
水
道
事
業
計
画
を

　
縦
覧

　
市
は
、
公
共
下
水
道
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
案
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

　
ご
意
見
等
は
市
ド
水
道
準
備
室

（
含
ヒ
ー
三
一
一
一
番
）
へ
。

　
期
日
　
八
月
十
口
～
八
月
二
十
三

　
日

　
場
所
　
下
水
道
準
備
室
（
市
役
所

　
三
階
西
側
）

　
食
卓
を
豊
か
に
す
る

　
料
理
展

　
調
理
師
会
は
第
三
回
食
岸
を
豊
か

に
す
る
料
埋
展
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

き
ま
す
。
当
日
は
、
約
ヒ
十
点
の
わ

が
家
の
自
慢
料
理
の
ほ
か
、
山
彙
の

即
売
、
鯉
料
理
の
実
演
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
お
い
で
～
だ
さ
い
。

　
と
き
　
九
月
八
日
午
前
十
時
か
ら

　
午
後
四
時
　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

　25188
　日　日
　日　日月

　大庭の
曾島費野休

2　》　日
雪医穿医救

黙撚急
7原1日月医
番凹番田！

　
　
　
　
　
入
　
　
含
　
　
ノ
、

　
　
　
　
　
　
、
等
　
、
　
ー

　
　
　
　
　
ン
草
く
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
多
　
　
　
と

　
　
　
　
　
マ
ン
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
葬
」
　
　
ノ
・

　
　
　
　
　
　
一
　
レ
｝
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
ピ
一
弓
　
こ

　
　
　
　
　
（
　
『
、
金
　
　
　
t

　
　
　
　
　
　
オ
　
　
）
　
　
　
　
r
、

　
　
　
　
　
　
　
、
ぜ
　
　
直
－
　
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ン
　
。
献
い

　
　
　
　
　
　
　
チ
ミ
す
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
ボ
タ
ま
ら
だ

　
　
　
　
　
　
　
カ
ピ
い
れ
く

　
　
　
　
　
　
　
、
、
で
こ
て

　
　
　
　
　
　
　
参
は
ん
　
　
れ

競
灘
燕
犠
の
お
鞍
3
鷺

売
払
物
件
…
旧
大
井
田
小
学
校
屋

　
　
　
　
内
体
育
館
及
び
二
階
建

　
　
　
　
校
舎
の
一
部
、
延
べ
八

　
　
　
　
〇
九
・
四
八
平
方
訂

入
札
日
時
…
四
レ
九
年
八
月
十
七

入
札
場
所
…
旧
大
井
田
小
学
校

入
札
保
証
金
…
各
自
見
積
額
の
百

　
　
　
　
　
分
の
五
以
上

　
　
　
　
　
　
か
市
役
所
開
発
課
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

▽
上
村
時
夫
（
士
市
第
一
）
香
典
返

し
…
…
コ
、
万
円
　
▽
飯
塚
、
、
、
ノ
リ

（
田
中
町
本
通
り
）
香
典
返
し
…
，

五
万
円
▽
庭
野
日
敬
…
…
十
万
円

▽
田
中
伊
作
…
五
千
円
　
▽
三
広

商
事
社
員
一
同
…
五
千
三
十
四
円

旧
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
月
正
午
に
は
黙
と
う
を

　
8

　
夜
八
時
の
時
間
帯
は

　
さ
け
て
…
・

　
電
話
局
の
一
〇
〇
番
通
話
は
、
夜

八
時
す
ぎ
が
ピ
ー
ク
。
な
る
べ
く
こ

の
時
間
帯
を
避
け
、
便
利
な
ダ
イ
ヤ

ル
市
外
通
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

■由勢／天山一50，263人（男24，321人・女25，942人）／世帯数・…11・381／酬・…211・44K㎡（7月旧現在

膨
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熱
擁

総合優勝は中条チーム、応援賞は

水沢南チームに。

　
　
　
会

　
　
　
大

　
　
　
育

　
　
　
体

　
　
　
民

　
　
　
市

　
　
　
鷲

方
膿

の
た

　
　
　
　
つ

　
　
　
が

　
　
　
あ

　
　
　
り

　
　
　
盛
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た
て
穴
式
住
居
跡
を
発
見

（
仮
称
）
西
小
建
設
予
定
地
を
緊
急
発
掘

　
（
仮
称
）
西
小
学
校
建
設
予
定
地

か
ら
大
量
の
土
器
が
発
見
さ
れ
、
市

教
委
で
は
、
七
月
三
十
日
か
ら
九
月

八
日
ま
で
の
間
、
緊
急
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
、
二
＋
数
箇
の
竪
穴

（
た
て
あ
な
）
式
住
居
跡
や
一
万
点

を
超
え
る
土
器
、
石
器
片
を
発
見
。

こ
れ
ら
の
出
土
品
の
大
部
分
が
土
師

器
（
は
じ
き
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

奈
良
時
代
に
で
き
た
集
落
の
跡
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
メ
、
ツ
ボ
類
は
も
と
よ
り
、
こ

の
時
代
特
有
の
タ
カ
ッ
キ
や
稲
栽
培

が
推
定
さ
れ
る
コ
シ
キ
な
ど
、
ま
た

鉄
片
ら
し
い
出
土
品
も
あ
っ
て
、
空

白
と
な
っ
て
い
た
こ
の
時
代
の
考
占

面
か
ら
の
解
明
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

遺
跡
発
堀
現
場
〔
下
〕
出
土
し
た
土
師
器

　
発
掘
場
所
は
、
市
街
地
の
北
西
部

に
あ
た
り
、
通
称
「
六
塚
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
、
信
濃
川
や
下
島
地
区
を

見
お
ろ
す
台
地
の
先
端
部
分
で
、
今

回
は
特
に
（
仮
称
）
西
小
学
校
の
校

舎
と
屋
体
の
予
定
地
だ
け
を
緊
急
調

査
し
た
も
の
で
す
．

　
作
業
は
、
炎
天
下
の
な
か
、
地
元

考
古
学
研
究
者
を
中
心
に
大
ぜ
い
の

市
民
の
方
々
の
協
力
で
行
な
い
、
貴

重
な
資
料
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
市
教
委
で
は
、
こ
れ
ら
の
資

料
を
大
切
に
記
録
保
存
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
グ
ー
ン
と
ア
ッ
プ

　
「
老
後
を
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
」

と
い
う
願
い
は
、
誰
れ
も
が
持
つ
切

実
な
願
い
な
の
だ
が
－
…
。
最
近
急

激
に
ク
・
ー
ズ
ア
ッ
ブ
さ
れ
て
き
た

の
が
「
年
金
」
．
こ
の
う
ち
、
国
民

年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
ほ
ど
、
国
民
年
金
法
の
一

　
　
　
　
　
部
改
正
が
あ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
改
正
の
特
徴
は
、
年
金

囲14糊か
　　　　⊂コ改正前
金　　　　国改正後

胴
△老齢摺祉手

月額 5，000円

月額 7500

ム障害福祉年金
　（1級障書）

炎天下で発堀作業に
従事する市民

の
実
質
的
な
価
値
を
そ
こ
な
う
こ
と

の
な
い
よ
う
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年

金
額
の
改
正
や
福
祉
年
金
の
増
額
を

九
月
か
ら
大
幅
に
引
き
上
げ
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
．

　
た
と
え
ば
、
老
令
福
祉
年
金
を
例

に
と
り
ま
す
と
、
現
行
、
月
額
五
千

円
が
七
千
五
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
わ
け
で
す
．

月額　7，500円

醒（2級障害）

月韻　5，000円

閥A母子・準母子福祉年金

　　月韻　6，500円

　　月　　9，800

ム母子・準母子幅祉年金の支給要件の緩和

，
9
騨

紡
錘
車
な
ど
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
形
敏
朗
（
県
教
委
文
化
行
政
課
）

　
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
昔
の
人
々
が
生
活
の
場
と
し
た
住
居
跡
が
数
多
く

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
住
居
の
な
か
に
は
、
今
の
皿
と
茶
椀
の
あ
い
の
こ
の

杯
（
つ
き
）
、
供
物
を
盛
っ
た
高
杯
（
た
か
つ
き
）
、
煮
炊
き
を
し
た
甕
（
か
め
）

と
甑
（
こ
し
き
）
な
ど
の
土
器
や
、
カ
マ
ド
、
そ
れ
に
糸
を
撚
っ
た
紡
錘
車

（
ツ
ム
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
住
居
跡
は
、
今
か
ら
千
二
、
三
百

年
前
の
人
々
が
、
豪
族
の
墓
で
あ
る
古
墳
や
米
を
つ
く
っ
て
生
活
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
遺
跡
は
、
県
下
で
は
じ
め
て
集
落
単
位
で
生
活
を
教
え
て
く
れ
る

貴
重
な
遺
跡
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
o
の

改
正
さ
れ
た
主
な
も
の

　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
月
額
）

老
令
年
金
（
五
年
）

　
現
行
八
千
円
か
ら
九
千
二
百
八
十

八
円

老
令
年
金
（
十
年
）

　
現
行
一
万
二
千
五
百
円
か
ら
一
万

四
千
五
百
十
二
円
に
引
き
上
げ

障
害
年
金
一
綴
（
二
縁
｝

　
現
行
二
万
五
千
円
（
二
万
円
）
か

ら
二
万
九
千
二
十
五
円
（
二
万
三
千

二
百
二
＋
円
）

母
子
、
準
母
子
、
遺
族
年
金
　
現
行

二
万
円
か
ら
二
万
三
千
二
百
二
十
円

道
路
は
広
く
き
れ
い
に
安
全
に

　
道
路
は
、
私
た
ち
が
毎
日
生
活
す

る
う
え
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役

割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
道
路
を
安
全
か
つ
快
適
に

使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
破
損
箇

所
の
修
繕
、
拡
巾
等
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

麟
道
路
に
ご
み
、
土
砂
等
を
捨
て
た

　
り
、
物
を
放
置
し
な
い
。

灘
道
路
で
工
事
を
す
る
場
合
や
広
告

　
物
の
設
置
は
、
管
理
者
（
市
道
は

　
市
役
所
、
国
県
道
は
土
木
事
務

　
所
）
の
許
可
が
必
要
。

鰹
道
路
上
で
危
険
な
箇
所
、
修
理
箇

所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
建

設
課
（
国
県
道
は
土
木
事
務
所
）

へ
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

　
歌
会
始
の
詠
進

　
歌
を
募
集

　
昭
和
五
十
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
祭
り
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
．
詠

進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
詠
進
期
間
は
、
九
月
一
日
か
ら
十

月
十
一
日
ま
で
で
、
郵
便
番
号
一
〇

〇
　
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番

一
号
宮
内
庁
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。

（第3種郵便物認可）昭和49年9月10日と誘∬夢豊（3）

團
老
人
を
考
え
る

長
寿
東
の
横
綱
は
福
島
リ
サ
（
饗
）
さ
ん

会
を
の
℃
え

社
謝
活
す
考

．塗きがいを
5日は敬老の日です。長い間、
された老人に、いたわりと感
すと共に、老人自らがその生
努めるため設けられたもので
は、老人のしあわせについて
した。

郵
卿
鶉
翁
砿

ξ
　
に
あ
向
て

灘

　
あ
る
老
人
は
「
社
会
に
役
立
つ
こ
と
」

い
わ
ゆ
る
、
あ
て
に
さ
れ
る
こ
と
が
何

よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
い
う
。

　
今
日
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
奉

仕
活
動
が
続
く
…
…
。
（
千
歳
公
園
で
）

　
日
本
の
人
口
構
成
は
、
昭
和
六
十

年
が
壮
年
朗
型
．
昭
和
七
十
五
年
は

若
年
、
中
高
年
、
老
人
人
口
が
均
等

化
し
た
高
年
期
型
、
そ
し
て
昭
和
九

十
年
に
な
る
と
、
六
十
歳
以
上
の
人

口
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
老
年
期
型

長寿者番付（灘2・妻糟見日）

〔西〕

若井英八郎（太子堂）98歳i

佐野トエ（掌校町D9磯i

佐野徳治郎（高島）　94歳i

樋口文平（塩野）　93歳i

阿部アキ（水野田D93歳i

野上タケ（高島〉　92歳1市長から100歳のお祝いを受ける福島さん（48年6月

藤田タケ（新保）　92歳i

樋・幸太郎（池沢）9璽たこのをのとのの条内加年
池田・シゲ（田川町2）91歳iはと健明人な老と峠のとに
島田ブン（北鐙坂1）91歳…金脅糠う15 2ム餐ζ曇塗≦

〔東〕

福島リサ（峠）　101歳横綱

竹田賢晴（川原町）96歳大関

田村留吉（下条本町）94歳関脇

古沢トラ（北鐙坂）93歳小結

玉村　ヨ　イ（川治下町3）93歳前1

越村イチ（大黒沢2）93歳同2

柳フサ（高島）92歳同3
庭野五郎七（赤倉）　92歳同4

関口富作（貝ノ川〉91歳同5

太田ギン（四田噺鐡）91歳同6

江村ヨ子（幸町）　91歳同7

増田イツ（駅通り）91歳同8

市村竹三郎（伊達3）91歳同9

山口藤義（馬場2）90歳同10

関ロソメ（本町1）90歳同11

保坂クラ（伊達4）90歳同12

1古沢トメ（北鐙坂1）90歳同13

　　　　　　　　　十両
i蕪木セキ（本町6）90歳　　1

i上村スイ（太田島3）90歳　2

i夫熊久松（上原）　90歳　　3

唐川トノ（酪叔）90歳4
i大島テイ（下条原）90歳　5

i登坂松治（本町6）90歳　6

i尾身トヤ（中平）　90歳　7

i山田ツネ（東枯木又）90歳　8

i湯本トメ（廿日城）90歳　9

i岡田ツガ（中粉　90歳　10

に
う
つ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
当
市
の
場
合
も
、
昭
和
四
十
九
年

四
月
一
日
現
在
の
六
十
歳
以
上
の
老

人
は
、
全
人
口
の
約
一
三
・
六
齎
に

あ
た
る
六
干
八
百
十
九
人
に
達
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
五
年
前
の
昭
和
四
十
四

年
に
く
ら
べ
、
八
百
五
十
六
人
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
市

内
の
最
高
年
令
は
、
福
島
リ
サ
（
中

条
峠
）
さ
ん
の
百
一
歳
（
以
下
別
表

の
と
お
り
》
で
す
が
、
八
十
歳
以
上

の
老
人
は
、
市
内
で
六
百
四
十
四
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
老
後
は
す
べ
て

の
人
に
必
ず
訪
れ
ま
す
。
そ
の
老
後

を
明
る
く
楽
し
く
過
ご
す
に
は
、
体

の
健
康
と
同
時
に
心
の
健
康
を
保
つ

こ
と
が
大
切
。
あ
る
老
人
に
「
あ
な

た
は
今
何
を
一
番
望
み
ま
す
か
。
」

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

2
1
1
1
1
0
0
0
0
0

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

　
2
　
1
　
谷
　
　
　
町
　
　
　
　
　
1

）
町
坂
山
）
本
）
）
町
）

沢
川
鐙
田
町
条
野
倉
校
幡

池
田
北
吉
下
下
漉
赤
学
八

郎
ゲ
ン
八
ク
蔵
郎
サ
サ
ユ

沙
ブ
米
膿
轡
マ
ー

　
　
　
　
　
村
辺
落
月
泉
野

樋
池
島
柳
田
渡
水
春
小
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
1
　
　
2
　
　
3

と
た
ず
ね
る
と
「
生
き
が
い
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
生
き
が
い
を
も
つ
こ
と
で
、
心
に

張
り
が
で
き
る
の
で
す
。

　
老
人
に
保
養
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ソ
の
場
を
提
供
し
、
生
き
が
い
を
与

え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
．

　
　
市
の
老
人
対
策

　
老
人
福
祉
の
た
め
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

現
在
、
市
が
、
行
な
っ
て
い
る
老
人

対
策
は
…
。

六
＋
五
歳
に
な
る
と
｝

　
■
扶
養
者
と
な
り
、
市
民
税
も
免

除
さ
れ
ま
す
　
た
だ
し
、
一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
免
除
さ
れ

ま
せ
ん
．

　
■
老
人
健
康
診
査
の
対
象
と
な
り

ま
す
．

　
　
璽
六
＋
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老

人
に
医
療
費
助
成
及
び
見
舞
金
支
給

　
　
目
特
殊
寝
台
の
貸
与

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
…

90

90

90

90

90

90

90

90

90

89

…

　
　
　
　
　
ラ
　
　
り

川
助
）
D
唖
樋
の
川
）
測
…

ノ
ケ
間
市
日
町
川
ノ
泉
黒
”

唄
侶
悩
吐
四
酔
蛛
唄
停
俸
…

治
ヲ
ク
ゲ
ヨ
蔵
ジ
ニ
ツ
郎
…

熊
サ
ト
シ
サ
民
ッ
タ
ミ
一

　
　
　
　
　
ー
　
　
マ
　
　
　
宗
…

村
海
藤
井
ハ
鳥
井
林
場
沢
…

上
小
佐
富
西
羽
富
小
馬
宮
…

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
…

　
■
老
人
性
白
内
障
の
手
術
費
助
成

　
■
障
害
者
に
対
し
、
老
人
家
庭
奉

仕
員
二
名
が
、
一
週
間
に
一
～
二
回

身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
し
ま
す
．

七
十
歳
に
な
る
と
ー

　
ロ
敬
老
の
日
ま
で
に
、
市
内
に
六

ヵ
月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す

　
■
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費

助
成

　
■
年
額
六
万
円
の
老
令
福
祉
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
－

　
老
人
い
こ
い
の
家
等
、
老
人
年
金

の
建
設
を
促
進
し
ま
す
。
老
人
ホ
ー

ム
や
老
人
ク
ラ
ブ
に
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
．

　
老
後
と
は
何
か

　
を
考
え
る

　
　
ー
市
民
大
単
講
座
を
開
設

　
こ
と
し
も
九
月
中
四
回
に
わ
た
っ

て
　
市
民
大
学
講
座
を
開
設
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
誰
れ
も
が
登
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
階
段
－
老
後
問
題

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
●

　
と
き
九
月
十
二
日
、
映
画
鑑
賞

「
桃
惣
の
人
」
ほ
か
。

　
九
月
十
八
日
、
テ
ー
マ
「
金
だ
け

で
老
後
が
買
え
る
か
」
講
師
“
長
嶋

紀
一
．

　
九
月
二
十
七
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
老
後
へ
の
挑
戦
」
講
師
“
玉
井
成

光
、
青
木
研
三
、
春
日
由
三
、
小
林

由
弘
（
司
会
）
．

　
い
ず
れ
も
夜
七
時
～
九
時
（
映
画

の
み
五
時
四
十
分
か
ら
）
。

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

圃
蜀
薄
磯
・

ご
く
ろ
う
さ
ま
！

ご
み
収
集
の
み
な
さ
ん

　
　
羽
鳥
仁
作
（
浅
之
平
）
％
歳

　
「
き
れ
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
だ

れ
も
が
気
持
の
良
い
も
の
で
す
。

　
き
れ
い
な
川
、
き
れ
い
な
山
は

だ
れ
で
も
望
ん
で
い
る
こ
と
だ
と

思
朕
ま
す
。
生
活
が
豊
か
に
な
っ

て
く
る
と
、
ご
み
も
た
く
さ
ん
で

て
き
ま
す
。

　
八
箇
地
区
で
は
、
前
に
は
牛
や

馬
に
食
べ
さ
せ
て
い
た
残
飯
や
、

野
菜
く
ず
な
ど
が
川
に
捨
て
ら
れ

「
き
れ
い
な
川
」
と
は
、
ほ
ど
遠
い

も
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
浅

鑑
璽
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
集
め
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
川

に
ご
み
を
捨
て
る
人
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
以
前
、
ご
み
の
捨
て
ら
れ

て
い
た
所
は
草
花
が
咲
き
、
自
然

の
姿
に
も
ど
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ご
み
収
集
す
る
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
川
し
も
の
人
達
に
も
迷

惑
を
か
け
ず
、
私
達
も
き
れ
い
な

川
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
み
収
集
当
日
、
高
く
積
み
上

げ
ら
れ
た
ご
み
の
山
を
み
る
と
、

ご
み
を
集
め
る
仕
事
は
大
変
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ご
み
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

一
人
ひ
と
り
が
、
ご
み
を
収
集
す

る
人
の
身
に
な
っ
で
、
ま
た
ご
み

の
近
く
の
家
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
、
お
互
い
に
注
意
し
た
い
も

の
で
す
。



へ
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略
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た
て
穴
式
住
居
跡
を
発
見

（
仮
称
）
西
小
建
設
予
定
地
を
緊
急
発
掘

　
（
仮
称
）
西
小
学
校
建
設
予
定
地

か
ら
大
量
の
土
器
が
発
見
さ
れ
、
市

教
委
で
は
、
七
月
三
十
日
か
ら
九
月

八
日
ま
で
の
間
、
緊
急
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
、
二
＋
数
箇
の
竪
穴

（
た
て
あ
な
）
式
住
居
跡
や
一
万
点

を
超
え
る
土
器
、
石
器
片
を
発
見
。

こ
れ
ら
の
出
土
品
の
大
部
分
が
土
師

器
（
は
じ
き
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

奈
良
時
代
に
で
き
た
集
落
の
跡
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
メ
、
ツ
ボ
類
は
も
と
よ
り
、
こ

の
時
代
特
有
の
タ
カ
ッ
キ
や
稲
栽
培

が
推
定
さ
れ
る
コ
シ
キ
な
ど
、
ま
た

鉄
片
ら
し
い
出
土
品
も
あ
っ
て
、
空

白
と
な
っ
て
い
た
こ
の
時
代
の
考
占

面
か
ら
の
解
明
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

遺
跡
発
堀
現
場
〔
下
〕
出
土
し
た
土
師
器

　
発
掘
場
所
は
、
市
街
地
の
北
西
部

に
あ
た
り
、
通
称
「
六
塚
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
、
信
濃
川
や
下
島
地
区
を

見
お
ろ
す
台
地
の
先
端
部
分
で
、
今

回
は
特
に
（
仮
称
）
西
小
学
校
の
校

舎
と
屋
体
の
予
定
地
だ
け
を
緊
急
調

査
し
た
も
の
で
す
．

　
作
業
は
、
炎
天
下
の
な
か
、
地
元

考
古
学
研
究
者
を
中
心
に
大
ぜ
い
の

市
民
の
方
々
の
協
力
で
行
な
い
、
貴

重
な
資
料
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
市
教
委
で
は
、
こ
れ
ら
の
資

料
を
大
切
に
記
録
保
存
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
グ
ー
ン
と
ア
ッ
プ

　
「
老
後
を
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
」

と
い
う
願
い
は
、
誰
れ
も
が
持
つ
切

実
な
願
い
な
の
だ
が
－
…
。
最
近
急

激
に
ク
・
ー
ズ
ア
ッ
ブ
さ
れ
て
き
た

の
が
「
年
金
」
．
こ
の
う
ち
、
国
民

年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
ほ
ど
、
国
民
年
金
法
の
一

　
　
　
　
　
部
改
正
が
あ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
改
正
の
特
徴
は
、
年
金

囲14糊か
　　　　⊂コ改正前
金　　　　国改正後

胴
△老齢摺祉手

月額 5，000円

月額 7500

ム障害福祉年金
　（1級障書）

炎天下で発堀作業に
従事する市民

の
実
質
的
な
価
値
を
そ
こ
な
う
こ
と

の
な
い
よ
う
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年

金
額
の
改
正
や
福
祉
年
金
の
増
額
を

九
月
か
ら
大
幅
に
引
き
上
げ
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
．

　
た
と
え
ば
、
老
令
福
祉
年
金
を
例

に
と
り
ま
す
と
、
現
行
、
月
額
五
千

円
が
七
千
五
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
わ
け
で
す
．

月額　7，500円

醒（2級障害）

月韻　5，000円

閥A母子・準母子福祉年金

　　月韻　6，500円

　　月　　9，800

ム母子・準母子幅祉年金の支給要件の緩和

，
9
騨

紡
錘
車
な
ど
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
形
敏
朗
（
県
教
委
文
化
行
政
課
）

　
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
昔
の
人
々
が
生
活
の
場
と
し
た
住
居
跡
が
数
多
く

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
住
居
の
な
か
に
は
、
今
の
皿
と
茶
椀
の
あ
い
の
こ
の

杯
（
つ
き
）
、
供
物
を
盛
っ
た
高
杯
（
た
か
つ
き
）
、
煮
炊
き
を
し
た
甕
（
か
め
）

と
甑
（
こ
し
き
）
な
ど
の
土
器
や
、
カ
マ
ド
、
そ
れ
に
糸
を
撚
っ
た
紡
錘
車

（
ツ
ム
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
住
居
跡
は
、
今
か
ら
千
二
、
三
百

年
前
の
人
々
が
、
豪
族
の
墓
で
あ
る
古
墳
や
米
を
つ
く
っ
て
生
活
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
遺
跡
は
、
県
下
で
は
じ
め
て
集
落
単
位
で
生
活
を
教
え
て
く
れ
る

貴
重
な
遺
跡
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
o
の

改
正
さ
れ
た
主
な
も
の

　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
月
額
）

老
令
年
金
（
五
年
）

　
現
行
八
千
円
か
ら
九
千
二
百
八
十

八
円

老
令
年
金
（
十
年
）

　
現
行
一
万
二
千
五
百
円
か
ら
一
万

四
千
五
百
十
二
円
に
引
き
上
げ

障
害
年
金
一
綴
（
二
縁
｝

　
現
行
二
万
五
千
円
（
二
万
円
）
か

ら
二
万
九
千
二
十
五
円
（
二
万
三
千

二
百
二
＋
円
）

母
子
、
準
母
子
、
遺
族
年
金
　
現
行

二
万
円
か
ら
二
万
三
千
二
百
二
十
円

道
路
は
広
く
き
れ
い
に
安
全
に

　
道
路
は
、
私
た
ち
が
毎
日
生
活
す

る
う
え
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役

割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
道
路
を
安
全
か
つ
快
適
に

使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
破
損
箇

所
の
修
繕
、
拡
巾
等
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

麟
道
路
に
ご
み
、
土
砂
等
を
捨
て
た

　
り
、
物
を
放
置
し
な
い
。

灘
道
路
で
工
事
を
す
る
場
合
や
広
告

　
物
の
設
置
は
、
管
理
者
（
市
道
は

　
市
役
所
、
国
県
道
は
土
木
事
務

　
所
）
の
許
可
が
必
要
。

鰹
道
路
上
で
危
険
な
箇
所
、
修
理
箇

所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
建

設
課
（
国
県
道
は
土
木
事
務
所
）

へ
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

　
歌
会
始
の
詠
進

　
歌
を
募
集

　
昭
和
五
十
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
祭
り
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
．
詠

進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
詠
進
期
間
は
、
九
月
一
日
か
ら
十

月
十
一
日
ま
で
で
、
郵
便
番
号
一
〇

〇
　
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番

一
号
宮
内
庁
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。
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團
老
人
を
考
え
る

長
寿
東
の
横
綱
は
福
島
リ
サ
（
饗
）
さ
ん

会
を
の
℃
え

社
謝
活
す
考

．塗きがいを
5日は敬老の日です。長い間、
された老人に、いたわりと感
すと共に、老人自らがその生
努めるため設けられたもので
は、老人のしあわせについて
した。

郵
卿
鶉
翁
砿

ξ
　
に
あ
向
て

灘

　
あ
る
老
人
は
「
社
会
に
役
立
つ
こ
と
」

い
わ
ゆ
る
、
あ
て
に
さ
れ
る
こ
と
が
何

よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
い
う
。

　
今
日
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
奉

仕
活
動
が
続
く
…
…
。
（
千
歳
公
園
で
）

　
日
本
の
人
口
構
成
は
、
昭
和
六
十

年
が
壮
年
朗
型
．
昭
和
七
十
五
年
は

若
年
、
中
高
年
、
老
人
人
口
が
均
等

化
し
た
高
年
期
型
、
そ
し
て
昭
和
九

十
年
に
な
る
と
、
六
十
歳
以
上
の
人

口
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
老
年
期
型

長寿者番付（灘2・妻糟見日）

〔西〕

若井英八郎（太子堂）98歳i

佐野トエ（掌校町D9磯i

佐野徳治郎（高島）　94歳i

樋口文平（塩野）　93歳i

阿部アキ（水野田D93歳i

野上タケ（高島〉　92歳1市長から100歳のお祝いを受ける福島さん（48年6月

藤田タケ（新保）　92歳i

樋・幸太郎（池沢）9璽たこのをのとのの条内加年
池田・シゲ（田川町2）91歳iはと健明人な老と峠のとに
島田ブン（北鐙坂1）91歳…金脅糠う15 2ム餐ζ曇塗≦

〔東〕

福島リサ（峠）　101歳横綱

竹田賢晴（川原町）96歳大関

田村留吉（下条本町）94歳関脇

古沢トラ（北鐙坂）93歳小結

玉村　ヨ　イ（川治下町3）93歳前1

越村イチ（大黒沢2）93歳同2

柳フサ（高島）92歳同3
庭野五郎七（赤倉）　92歳同4

関口富作（貝ノ川〉91歳同5

太田ギン（四田噺鐡）91歳同6

江村ヨ子（幸町）　91歳同7

増田イツ（駅通り）91歳同8

市村竹三郎（伊達3）91歳同9

山口藤義（馬場2）90歳同10

関ロソメ（本町1）90歳同11

保坂クラ（伊達4）90歳同12

1古沢トメ（北鐙坂1）90歳同13

　　　　　　　　　十両
i蕪木セキ（本町6）90歳　　1

i上村スイ（太田島3）90歳　2

i夫熊久松（上原）　90歳　　3

唐川トノ（酪叔）90歳4
i大島テイ（下条原）90歳　5

i登坂松治（本町6）90歳　6

i尾身トヤ（中平）　90歳　7

i山田ツネ（東枯木又）90歳　8

i湯本トメ（廿日城）90歳　9

i岡田ツガ（中粉　90歳　10

に
う
つ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
当
市
の
場
合
も
、
昭
和
四
十
九
年

四
月
一
日
現
在
の
六
十
歳
以
上
の
老

人
は
、
全
人
口
の
約
一
三
・
六
齎
に

あ
た
る
六
干
八
百
十
九
人
に
達
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
五
年
前
の
昭
和
四
十
四

年
に
く
ら
べ
、
八
百
五
十
六
人
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
市

内
の
最
高
年
令
は
、
福
島
リ
サ
（
中

条
峠
）
さ
ん
の
百
一
歳
（
以
下
別
表

の
と
お
り
》
で
す
が
、
八
十
歳
以
上

の
老
人
は
、
市
内
で
六
百
四
十
四
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
老
後
は
す
べ
て

の
人
に
必
ず
訪
れ
ま
す
。
そ
の
老
後

を
明
る
く
楽
し
く
過
ご
す
に
は
、
体

の
健
康
と
同
時
に
心
の
健
康
を
保
つ

こ
と
が
大
切
。
あ
る
老
人
に
「
あ
な

た
は
今
何
を
一
番
望
み
ま
す
か
。
」

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

2
1
1
1
1
0
0
0
0
0

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

　
2
　
1
　
谷
　
　
　
町
　
　
　
　
　
1

）
町
坂
山
）
本
）
）
町
）

沢
川
鐙
田
町
条
野
倉
校
幡

池
田
北
吉
下
下
漉
赤
学
八

郎
ゲ
ン
八
ク
蔵
郎
サ
サ
ユ

沙
ブ
米
膿
轡
マ
ー

　
　
　
　
　
村
辺
落
月
泉
野

樋
池
島
柳
田
渡
水
春
小
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
1
　
　
2
　
　
3

と
た
ず
ね
る
と
「
生
き
が
い
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
生
き
が
い
を
も
つ
こ
と
で
、
心
に

張
り
が
で
き
る
の
で
す
。

　
老
人
に
保
養
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ソ
の
場
を
提
供
し
、
生
き
が
い
を
与

え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
．

　
　
市
の
老
人
対
策

　
老
人
福
祉
の
た
め
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

現
在
、
市
が
、
行
な
っ
て
い
る
老
人

対
策
は
…
。

六
＋
五
歳
に
な
る
と
｝

　
■
扶
養
者
と
な
り
、
市
民
税
も
免

除
さ
れ
ま
す
　
た
だ
し
、
一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
免
除
さ
れ

ま
せ
ん
．

　
■
老
人
健
康
診
査
の
対
象
と
な
り

ま
す
．

　
　
璽
六
＋
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老

人
に
医
療
費
助
成
及
び
見
舞
金
支
給

　
　
目
特
殊
寝
台
の
貸
与

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
…

90

90

90

90

90

90

90

90

90

89

…

　
　
　
　
　
ラ
　
　
り

川
助
）
D
唖
樋
の
川
）
測
…

ノ
ケ
間
市
日
町
川
ノ
泉
黒
”

唄
侶
悩
吐
四
酔
蛛
唄
停
俸
…

治
ヲ
ク
ゲ
ヨ
蔵
ジ
ニ
ツ
郎
…

熊
サ
ト
シ
サ
民
ッ
タ
ミ
一

　
　
　
　
　
ー
　
　
マ
　
　
　
宗
…

村
海
藤
井
ハ
鳥
井
林
場
沢
…

上
小
佐
富
西
羽
富
小
馬
宮
…

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
…

　
■
老
人
性
白
内
障
の
手
術
費
助
成

　
■
障
害
者
に
対
し
、
老
人
家
庭
奉

仕
員
二
名
が
、
一
週
間
に
一
～
二
回

身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
し
ま
す
．

七
十
歳
に
な
る
と
ー

　
ロ
敬
老
の
日
ま
で
に
、
市
内
に
六

ヵ
月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す

　
■
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
医
療
費

助
成

　
■
年
額
六
万
円
の
老
令
福
祉
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
－

　
老
人
い
こ
い
の
家
等
、
老
人
年
金

の
建
設
を
促
進
し
ま
す
。
老
人
ホ
ー

ム
や
老
人
ク
ラ
ブ
に
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
．

　
老
後
と
は
何
か

　
を
考
え
る

　
　
ー
市
民
大
単
講
座
を
開
設

　
こ
と
し
も
九
月
中
四
回
に
わ
た
っ

て
　
市
民
大
学
講
座
を
開
設
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
誰
れ
も
が
登
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
階
段
－
老
後
問
題

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
●

　
と
き
九
月
十
二
日
、
映
画
鑑
賞

「
桃
惣
の
人
」
ほ
か
。

　
九
月
十
八
日
、
テ
ー
マ
「
金
だ
け

で
老
後
が
買
え
る
か
」
講
師
“
長
嶋

紀
一
．

　
九
月
二
十
七
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
老
後
へ
の
挑
戦
」
講
師
“
玉
井
成

光
、
青
木
研
三
、
春
日
由
三
、
小
林

由
弘
（
司
会
）
．

　
い
ず
れ
も
夜
七
時
～
九
時
（
映
画

の
み
五
時
四
十
分
か
ら
）
。

　
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

圃
蜀
薄
磯
・

ご
く
ろ
う
さ
ま
！

ご
み
収
集
の
み
な
さ
ん

　
　
羽
鳥
仁
作
（
浅
之
平
）
％
歳

　
「
き
れ
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
だ

れ
も
が
気
持
の
良
い
も
の
で
す
。

　
き
れ
い
な
川
、
き
れ
い
な
山
は

だ
れ
で
も
望
ん
で
い
る
こ
と
だ
と

思
朕
ま
す
。
生
活
が
豊
か
に
な
っ

て
く
る
と
、
ご
み
も
た
く
さ
ん
で

て
き
ま
す
。

　
八
箇
地
区
で
は
、
前
に
は
牛
や

馬
に
食
べ
さ
せ
て
い
た
残
飯
や
、

野
菜
く
ず
な
ど
が
川
に
捨
て
ら
れ

「
き
れ
い
な
川
」
と
は
、
ほ
ど
遠
い

も
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
浅

鑑
璽
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
集
め
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
川

に
ご
み
を
捨
て
る
人
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
以
前
、
ご
み
の
捨
て
ら
れ

て
い
た
所
は
草
花
が
咲
き
、
自
然

の
姿
に
も
ど
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ご
み
収
集
す
る
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
川
し
も
の
人
達
に
も
迷

惑
を
か
け
ず
、
私
達
も
き
れ
い
な

川
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
み
収
集
当
日
、
高
く
積
み
上

げ
ら
れ
た
ご
み
の
山
を
み
る
と
、

ご
み
を
集
め
る
仕
事
は
大
変
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ご
み
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

一
人
ひ
と
り
が
、
ご
み
を
収
集
す

る
人
の
身
に
な
っ
で
、
ま
た
ご
み

の
近
く
の
家
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
、
お
互
い
に
注
意
し
た
い
も

の
で
す
。
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川
を
き

　
川
は
い
つ
も
き
れ
い
に
な
っ
て
い

る
と
、
気
持
の
よ
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
市
内
の
各
河
川
は
、
心

な
い
人
に
よ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
ご
み

や
危
険
物
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
収
集
日
に

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
だ
し
、
川
に

は
絶
対
す
て
な
い
で
く
だ
さ
い
．

　
い
ま
一
度
ご
み
の
出
し
方
に
注
意

し
て
、
川
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
．

　
ご
み
に
す
る
前
に
、
物
の
再
利

　
用
を
　
　
　
　
田
中
町
　
Y
生

　
再
利
用
で
き
る
物
ま
で
、
簡
単
に

捨
て
て
し
ま
わ
な
い
で
、
捨
て
る
前

に
も
う
一
度
見
直
し
て
利
用
で
き
る

も
の
は
、
で
ぎ
る
だ
け
利
用
し
た
い

謎
腕
．
煮
屡

灘
　
戴

郷
｛
一
滋

ら
謙
欝
鋤

霧
割
幅
獅
ほ
包
施
画
醸

2〃
養
％
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

れ
い
に

　
　
も
の
で
す
．
た
と
え
ば
、
台
所
の
残

　
　
り
も
の
に
し
て
も
、
庭
の
あ
る
家
庭

　
　
で
は
、
穴
を
掘
っ
て
土
に
か
え
せ
ば

　
　
肥
料
と
な
り
一
石
二
鳥
で
す
。

　
　
　
自
分
の
庭
は
き
れ
い
に
す
る
の
に

　
　
川
に
ご
み
を
捨
て
る
人
も
い
ま
す
が

　
　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
や
川
を
み
ん
な

　
　
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
台
風
の
備
え
は

　
　
　
万
全
に

　
　
　
今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

　
　
き
ま
し
た
．

　
　
　
台
風
は
人
間
の
力
で
お
さ
え
る
こ

　
　
と
は
で
き
な
い
が
、
人
間
の
知
恵
で

　
　
台
風
の
被
害
を
最
少
限
に
く
い
と
め

　
　
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
　
　
一
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
気

　
　
象
情
報
や
防
災
上
の
注
意
事
頂
を
よ

　
　
く
聞
く
．

　
　
　
二
、
万
一
の
時
の
避
難
所
や
経
路

　
　
を
確
認
し
で
お
く
．

　
　
　
三
、
停
電
に
そ
な
え
、
懐
中
電
灯

　
　
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
備
え
る
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風
水
害
に
対
処

　
　
　
中
条
地
区
信
濃
川
愛
護
組

　
　
　
合
が
発
足

　
こ
の
ほ
ど
、
中
条
地
区
信
濃
川
愛

護
組
合
（
阿
部
佐
太
郎
組
合
長
）
が

発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
田
川
か

ら
飛
渡
川
に
か
け
て
の
信
濃
川
沿
線

区
域
を
洪
水
や
そ
の
他
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
、
明
治
時
代
に
設
立
さ
れ

た
中
条
地
区
と
大
井
田
地
区
の
水
害

予
防
組
合
を
合
併
、
再
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
す
。
現
在
、
監
視
員
五
人

を
設
置
、
小
河
川
の
出
口
や
水
路
に

障
害
と
な
る
草
の
な
ぎ
は
ら
い
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
採
用
予
定

の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

　
◎
一
般
事
務
…
…
学
校
教
育
法
に

　
　
よ
る
高
等
学
校
の
卒
業
者
（
明

　
　
年
三
月
卒
業
見
込
を
含
む
）
で

　
　
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
以
降

　
　
に
生
ま
れ
た
者

　
◎
電
　
気
…
…
学
校
教
育
法
に
よ

　
　
る
高
等
学
校
電
気
科
の
卒
業
者

　
　
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
を
含

　
　
む
）
で
、
昭
和
二
十
五
年
四
月

　
　
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

採
用
予
定
人
員

　
◎
一
般
事
務
男
子
…
…
三
名
程
度

　
◎
一
般
事
務
女
子
…
…
三
名
程
度

　
◎
電
気
　
　
…
…
一
名

受
験
手
続

　
受
験
希
望
者
は
、
昭
和
四
十
九
年

　
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
十
一
日
午

　
後
五
時
ま
で
に
市
役
所
総
務
課
ま

　
た
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に

　
次
の
書
類
を
提
出
し
て
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。

臼D

十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
（
用
紙
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

⑰
最
終
卒
業
学
校
（
卒
業
見
込
を
含

　
む
）
の
成
績
証
明
書

の
明
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
は
、
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姿分館で「市民と市長の会」を開催

　なまの声を市長が聞さ、市政に反映させようと去

る8月23日、姿分館で「市民と市長の会」を開さまし

た。当日は県市道の早期改良舗装、農道の整備、消

防小屋等の早期修理、ごみ、下水問題、自動車文庫

ステーションの増設など、地域の問題や生活に密着

した問題が出されました。

　すぐ解決できるものは即決し、時期を要するもの

は今後検討していくことにしています。

　
卒
業
見
込
み
を
証
明
す
る
書
類
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

▽
あ
ゆ
み
の
箱
（
本
町
一
青
年
部
）

…
三
千
四
百
七
十
八
円
　
▽
開
発

フ
ミ
（
上
新
田
）
香
典
返
し
…
…
三

万
円
　
▽
渡
辺
勇
造
（
中
条
上
町
）

香
典
返
し
…
…
三
万
円
　
▽
上
村
桂

一
（
土
市
四
）
…
…
三
千
円
　
▽
内

藤
直
義
（
控
木
）
…
…
千
円
　
▽
村

山
紀
康
（
稲
荷
町
四
）
…
…
寝
具
類

　
水
道
課
か
ら

　
　
お
願
い

　
小
型
石
油
タ
ン
ク
等
を
水
這
メ
ー

タ
ー
器
の
上
に
絶
対
お
か
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

¶
表
紙
の
こ
と
ば

　
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
物
を
置
か
れ

ま
す
と
、
毎
月
の
料
金
の
算
定
、
内

部
の
漏
水
、
故
障
メ
ー
タ
ー
器
の
取

り
か
え
等
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
　
一
方
通
行
の

　
　
お
知
ら
せ

　
新
座
・
田
川
・
川
原
・
学
校
町
通

り
（
睦
織
物
↓
田
川
橋
↓
川
藤
㈱
↓

山
内
写
真
館
）
方
向
が
つ
ぎ
の
と
お

り
一
方
通
行
と
な
り
ま
し
た
。
　
（
学

校
町
か
ら
新
座
方
面
へ
の
進
入
は
で

き
ま
せ
ん
）
ま
た
、
こ
の
区
間
は
終

日
毎
時
三
十
キ
・
財
の
速
度
制
限
と
な

り
ま
す
。
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午

前
八
時
三
十
分

（
た
だ
し
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

　
去
る
九
月
一
日
、
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念

市
民
体
育
大
会
の
ス
ナ
ッ
プ
（
写
真
）
。
こ
の
日
は
、
大
ぜ
い
の
市
民
が
童
心
に
帰

っ
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
応
援
団
は
趣
向
を
こ
ら
し
、
さ
な
が
ら
仮
装
合
載
。
け
っ
き
ょ
く

総
合
優
勝
は
中
条
チ
ー
ム
に
、
応
援
賞
は
水
沢
南
チ
ー
ム
に
あ
が
り
ま
し
た
。

明
日
の
十
日
町
市
発
展
の
た
め
頑
張
ろ
う
。
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雛がず劉
美術の秋です。去る4日から6日にかけて開かれた
市展覧会では、秀作がつらりと並び、観客達を楽
しませていました。　　　　（市展賞入賞者は8面に）


